
 

今回の「図書館からのおすすめ本」のテーマは， 

「森見登美彦と望月麻衣，読むならどっち？」 です。 

地元・京都を舞台にした小説がちょっとしたブームとなってい

ます。そのなかで，アニメ化されるなど人気の高い森見登美彦

と望月麻衣の作品を紹介します。同じ京都を舞台にしながらも，

全く異なる作風の 2人の作家を読み比べてみましょう！ 

京都市久世ふれあいセンター図書館 

くぜふれあいこちゃん 

選んだら，次のページへGO！ 

①森見 登美彦 

どちらの作家がお好みですか？ 

 

②望月 麻衣 



② 望月 麻衣 を選んだあなたにおすすめの本 

 

  

◀『夜は短し歩けよ乙女』森見 登美彦／著 KADOKAWA  
 

春の木屋町，夏の下鴨神社，秋の学園祭，冬の下宿で，黒髪の乙女に

片思いする先輩が繰り広げるちょっと変わった恋愛模様。 

 

『京都寺町三条のホームズ』望月 麻衣／著 双葉社▶ 
 

寺町三条商店街にある骨董品店の鑑定士・家頭清貴と高校生・真城葵の

コンビが，骨董品にまつわる謎を解き明かす人気ミステリ・シリーズ。

第 4回京都本大賞受賞作。 

◀『京洛の森のアリス』望月 麻衣／著  文藝春秋 
 

もうひとつの京都「京洛の森」に迷い込んだありすは，戸惑いつつも，舞妓

修行の真最中。ある日，「都をどり」を観覧に来た王太子の姿を見たありすに

初恋の記憶がよみがえる。作者曰く「ジブリ風の京都ファンタジー」。 

① 森見 登美彦 を選んだあなたにおすすめの本 

『宵山万華鏡』 森見 登美彦／著 集英社▶ 
 

祇園祭の掟を破った観光客があちこち連れ回され，祇園祭

の総元締め「宵山様」にお灸を据えられる，壮大かつ荒唐

無稽な（茶番）劇「偽祇園祭」とは？ 

宵山の醸
かも

し出す幻想的光景に惑わされる 6つの物語。 

◀『四畳半タイムマシンブルース』  

上田 誠／原案 森見 登美彦／著 KADOKAWA 
 

京都を拠点とする劇団「ヨーロッパ企画」の代表作「サマータイムマシンブ

ルース」の世界で，『四畳半神話大系』の，一癖も二癖もあるキャラたちがク

ーラーのリモコンをめぐって「今日」と「昨日」を行ったり来たり。 

巧妙なタイムトラベルの仕掛けに再読必至！ 

『京都船岡山アストロロジー』 望月 麻衣／著 講談社▶ 
 

伝説の占星術師がいると聞いて，船岡山の珈琲店を訪れたティ

ーン向けの雑誌編集者・高屋誠。しかし占いなんて信じていな

い彼は，その占い師と大喧嘩に…。 

おいしい珈琲×星占い×恋愛＠京都の新シリーズ。 



 

 

そのほかにも 

などなど，新しい本がたくさん入っています！ 

☆『アメリカの中学生が学んでいる 14歳からのプログラミング』 

ワークマンパブリッシング／著 千葉 敏生／訳 ダイヤモンド社 

☆『ぶっちゃけ、誰が国を動かしているのか教えてください』 

西田 亮介／著 日本実業出版社 

☆『あの子のことは，なにも知らない』栗沢 まり／作 ポプラ社  

☆『階段ランナー』吉野 万理子／著 徳間書店 

☆『最後の晩ごはん 17』椹野 道流／著 KADOKAWA 

☆『私たちのサステイナビリティ』工藤 尚悟／著 岩波書店 

『珈琲店タレーランの事件簿 7 悲しみの底に角砂糖を沈めて』 

 岡崎 琢磨／著 宝島社  

 

ビブリオバトルの全国大会で起きたトラブル。くじに細工をした

のは誰か？ 純喫茶「タレーラン」のバリスタ切間美星が見抜いた

真相とは？ 京都が舞台の人気ミステリ・シリーズ最新作。 

『生き抜くためのごはんの作り方』 

河出書房新社／編 有賀 薫／[ほか]著 河出書房新社 

 

毎日の食事を自分で作ることは，あなたの武器にも 

薬にもなります。 

16人のプロ料理人が考えた「生き抜くためのレシピ」が，

あなたの悩みを解決します！ 



 

京都市久世ふれあいセンター図書館 

■開館時間  

平日（木曜除く）・土曜・日曜・祝日：午前９時３０分～午後５時 

木曜：午前１１時３０分～午後７時 

 ※児童だけの利用は午後５時まで 

■休館日  

毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌平日），年末年始 

 

住所：〒601-8203 京都市南区久世築山町３２８ 久世ふれあいセンター１階 

電話：075-931-0035  FAX：075-931-0026 

ホームページも見てね！ 
久世ふれあいセンター図書館 

←ホームページはこちら 

パスワードの登録はお済みですか？ 

図書館カードをお持ちの方は，パスワードを登録していれば，ご自宅のパソコン

やスマートフォンからも予約や延長をしていただくことができます。 

詳しくは，図書館のカウンターにて職員にお尋ねください。 


